
サスティナメーク

経年変化
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多孔質天然石を活用した修景パネル NETIS登録KTK-150001-A

環境との調和こそが、土木の最先端技術

時間の経過と共に周辺環境に
馴染むサスティナメーク

自然生態系が持続する残存型枠「サスティナパネル」シリーズ
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1.サスティナメークとは

3.サスティナメークの特徴

A
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多孔質天然石化粧残存型枠

➂ 多孔質構造により微生物やコケやシダ類の植物が付着しやすく緑化などの効果が期待できます。

① 表面の天然石は人工物にはない天然石独自の味わいが景観上出てきます。

2.サスティナメークの用途

用途：国立公園・国定公園・風致地区などの生態系や景観に配慮した場所に適しております。

ナチュロックのサスティナパネルとプロテックメークがコラボした残存型枠です。防災処理した補強材
を内蔵した薄型コンクリートの表面に溶岩砂や溶岩石をメークした環境と景観に配慮した製品です。

サスティナパネルとプロテロックメークが
コラボした自然生態系が持続する残存型枠

Sustina Make
サスティナメーク

多孔質天然石

② 両性爬虫類、昆虫類、小動物の移動可能な環境になります。（ビオトープネットワーク）

多孔質天然石化粧残存型枠



２．ピアスとの連結（MPタイプ使用）状況 ３．専用組立部材取付状況

４．残存型枠切断加工状況 ５．コンクリート打設 ６．打設後表面

１．砂防工事現場

サスティナメークの施工状況

サスティナメークの種類

７．設置完成 ８．流路 ９. 工事完成
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Sustina Make

サスティナメーク

種類・施工

明度・彩度・環境・生態系に配慮した環境製品

NETIS登録KTK-150001-A

品名・型
番

サスティナメーク
スコリア溶岩

品名・型
番

サスティナメーク
スライス溶岩

品名・型
番

サスティナメーク
浅間溶岩

品名・型
番

サスティナメーク
大島溶岩

材質 多孔質スコリア複合パネル 材質 多孔質スライス天然石パネル 材質 多孔質天然石パネル 材質 多孔質天然石パネル

規格 600×1200×45（mm） 規格 600×1200×45（mm） 規格 600×1200×45（mm） 規格 600×1200×45（mm）

面の凹凸 3（mm）内外 面の凹凸 10（mm）内外 面の凹凸 45（mm）内外 面の凹凸 45（mm）内外

枚/㎡ 1.39枚 枚/㎡ 1.39枚 枚/㎡ 1.39枚 枚/㎡ 1.39枚



機能美確保、防災機能確保、周辺との調和

乗鞍スカイライン

白山公園 伊豆大島

三宅島
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Sustina Make

サスティナパネルシリーズ

施工例

大山砂防

富士川砂防



■経年変化による地域環境の再発見と環境保全

D
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Sustina Make

サスティナパネルシリーズ

経年変化事例
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Sustina Make

サスティナパネルシリーズ

製品図
全国型枠工業会資料より

サスティナメーク スライス溶岩

組立図

サスティナメーク 多孔質溶岩

材質 多孔質スライス天然石パネル

規格 600×1200×45（mm）内外

面の凹凸 10（mm）内外

重さ 約78㎏/枚

枚/㎡ 1.39枚

材質 多孔質天然石パネル

規格 600×1200×45（mm）内外

面の凹凸 45（mm）内外

重さ 約90㎏/枚

枚/㎡ 1.39枚



F
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Sustina Make

サスティナメーク

標準歩掛表
全国型枠工業会資料より

本製品は防錆処理（エポキシ樹脂電着塗装）した補強材（エキスパンドメタルと型鋼）を内蔵した薄肉コンク
リート製残存型枠の表面に溶岩砂や溶岩石を付けた景観・生態系配慮型枠です。組立や加工が容易で、コンク
リート打設に対して安全です。

１．適用範囲
本歩掛は砂防工事に構造物施工にかかる平均設置高30m以下で、コンクリート打設・養生後の型枠の撤去を

必要としない修景残存型枠の施工に適用する。

２．施工概要
施工フローは下記を標準とする。
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（注）1.本歩掛で対応しているのは、実線のみである。
2.（ ）書きは必要な場合に計上する。

３．機種の選定
機種・規格は次表を標準とする。

表3.1 機種の選定

機 械 名 規 格

ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第2次基準値）25t吊

（注）現場条件等により上表により難い場合は、現場条件にあった機械・規格を選定する。

４．施工歩掛
4-1 修景残存型枠の歩掛
修景残存型枠の加工、組立・設置にかかる施工歩掛は、次表を標準とする。

表4.1 修景残存型枠の歩掛 （100m2当り）

名 称 単 位 修景残存型枠

110㎏以下

土木一般世話役 人 2.1

型わく工 人 4.8

普通作業員 人 3.7

溶接工 人 2.5

ラフテレーンクレーン 日 1.9

諸雑費率 ％ 16

（注）1．修景残存型枠は意匠を目的とした平面・凹凸面に型枠材に適用する。
2．上記歩掛は、水抜きパイプの設置を含むものであるが、水抜きパイプの有無にかかわらず適用できる。水抜きパイプの材料
は必要に応じて別途計上する。

3．上記歩掛は、半径10m以下の円形部分には適用しない。
4．諸雑費は、組立支持材（セパ筋）及び電気溶接機、コンクリートカッター、インパクトレンチ、電気ドリル、ディスクグラ
インダー、鉄筋カッター、溶接棒、電力に関する経費であり、労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

5．型枠材は修景残存型枠、組立部材（専用組立部材）を計上する。
6．ラフテレーンクレーンは賃料とする。
7．狭隘等の現場条件により、クレーン据付が困難な場合、又は据付により施工に支障が生じる場合には別途考慮する。
8．治山歩掛においては、現場条件等により普通作業員を山林砂防工に置き換えることができる。

4-2 修景化粧型枠及び組立部材使用数量
修景化粧型枠及び組立部材の使用量は次式による。
使用数量（m2）=設計数量（m2）×（１＋K） K：ロス率=6％
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